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お申込み・お問合せ／京都商工会議所　会員部　人材開発センター（〒６０４－０８６２　京都市中京区烏丸通夷川上ル）
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 京都銀行　本店営業部（普）No. 5017759　　口座名：京都商工会議所　研修口　専務理事　奥原恒興（オクハラツネオキ）
※振込手数料はご負担頂きますようお願い致します。開催日が近づきますとお申込責任者宛に受講証を郵送致します。
※受講料は講座が中止になる以外ご返却できませんのでご了承願います。（申込人数が少ない時は中止になる場合があります）
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本申込書にご記入いただいた個人情報は、本講座の実施・運営のために利用するほか、京都商工会議所に関係する各種情報提供の目的にのみ使用致します。
★人材開発センターではオーダーメイド研修の実施、講師派遣も行っております。お気軽にお問合せ下さい★
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社会人基礎力養成セミナー
経済産業省のモデルプログラムとして認定された京都産業大学のオリジナルメソッドを用いて行う5回シリーズの新入社員対象講座。新入社員が
自社（派遣元企業）の課題解決に向けて行動する体験学習を通じて、新入社員の定着化をはかり、自ら考え、行動し、チームワークができる人材と
なるよう指導していきます。また研修効果については、事前と事後のチェックシートを通じて確認していきます。

【日　時】 第1回：平成23年4月19日（火）　9：30～16：30 【対　象】 大学・短大卒業　新社会人
 第2回：平成23年4月20日（水）　9：30～16：30 【定　員】 30名程度（最少催行人員15名）
 第3回：平成23年5月20日（金）　9：30～16：30 【受講料】 全5回　30,000円　（消費税込）
 第4回：平成23年6月21日（火）　9：30～16：30  （交流会費を含む）
 第5回：平成23年7月20日（水）　9：30～16：30
【会　場】 京都商工会議所（京都市中京区烏丸通夷川上ル） ※京都市営地下鉄烏丸線 「丸太町」 駅南 ６ 番出口直結
 第4回のみ　京都産業大学（京都市北区上賀茂本山）
【講　師】 京都産業大学　キャリア教育研究開発センター　後藤　文彦 氏
 京都産業大学　キャリア教育研究開発センター　中尾　憲司 氏

H23年4月19日・4月20日・5月20日・6月21日・7月20日　005 『社会人基礎力養成セミナー』 申込書

◆お願い◆　 人事ご担当者様につきましては、第2回（4月20日）の課題の詳細説明、第3回（5月20日）及び第4回（6月21日）にそれぞれ中間発表・
最終発表のプレゼンテーション、第5回（7月20日）セミナーのフォローアップがありますので、必ずご出席いただきますようお願い
いたします。

第1回（4月19日） 第2回（4月20日） 第3回（5月20日） 第4回（6月21日） 第5回（7月20日）
1. オリエンテーション
2. 適性検査アセスメント（事前）
3. 社会人基礎力の紹介と
その身につけ方

4. チーム分けとチームビル
ディング

5. コミュニケーション・ 
トレーニング

6. PDCA サイクルとセルフ
コーチング

1. 各社からの課題の詳細説明
2. KJ 法を使った考え方
 トレーニング
3. プレゼンテーション・
 トレーニング
4. チームごとで進め方と
役割分担を決める

5. 今後の行動計画の作成と
発表

1. 行動計画の進捗確認
2. 課題解決の中間報告と 
アドバイススクランブル

3. 課題解決についての意見
交換

4. 今後の行動計画の作成と
発表

1. クラスごとの最終プレゼン
テーション

2. 各社ごとの最終プレゼン
テーション

3. 適性検査アセスメント（事後）
【懇親会】
4. 優秀者のプレゼンテーショ
ン発表

5. 参加受講生、参加企業
 ご担当者の感想発表

1. 適性検査アセスメントの
フィードバック

2. 今回のセミナーで得た
 気づきのまとめ
3. 仕事の振り返りと課題の抽出
4. 目標設定とアクション
 プランの作成
5. 目標設定とアクションプ
ランの発表とアドバイス
スクランブル

（1） 自ら考え、行動し、チームワークで仕事をする力を身につける
（2） 先輩社員とのコミュニケーションを通じて、自社への所属意識を高め、新入社員の定着化を図る
（3） 新入社員のフォローアップ研修を通して、モチベーションアップにつなげる
（4） 営業力やプレゼンテーション能力を高める
（5） アセスメントを使って、今後の目標と行動計画を明確にする

新入社員研修

研修効果


